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令和８(2026)年度栃木県指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画（イノシシ） 

(令和８(2026)年６月１日から令和９(2027)年３月 31 日まで) 

 

１ 背景及び目的 

 栃木県では、イノシシによる農業被害の軽減及び生物多様性の保全を目的として、「栃木

県イノシシ管理計画（五期計画）」（第二種特定鳥獣管理計画（以下「特定計画」という。））

を策定し、捕獲の推進及び被害防止対策に取り組むとともに、その状況等をモニタリング

している。 

 令和 5(2023)年度に、過去のモニタリングによるデータ等から生息数を推定したところ、

平成 25(2013)年度末で 23,646 頭と推定された。県では生息数の確実な減少を図るため、

上記の結果及び過去２回調査時（平成 26(2014)年度、平成 29(2017)年度）における同時点

の推定生息数（33,500 頭、24,300 頭）を比較し、より低い生息数に基づき、令和 12(2030)

年度末までの半減以下（生息数 11,800 頭）を目指すこととし、当面の捕獲目標を年間 4,600

頭に設定した。 

 一方、農業被害は、令和３(2021)年度に、それまで 1 億円以上で推移していた被害額が

大きくが減少したが、その後、被害額・捕獲数とも増加傾向にあり、令和６（2024）年度

には約１億 2,500 万円と再び１億円を越える状況となっている。農業被害を防ぐためには

被害防止対策の推進とともに、上記の捕獲目標を確実に達成することが必要である。 

 このため、上記の捕獲目標の達成に向け、特定計画において指定管理鳥獣捕獲等事業を

活用することを位置づけ、捕獲に取り組む。 

 

２ 対象鳥獣の種類 

イノシシ 

 

３ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施期間 

実施区域名 実施期間 

小山市・野木

町（思
おもい

川
がわ

） 

 

令和８(2026)年６月１日～令和９(2027)年３月 31日（予定） 

 （うち、捕獲作業を行う期間） 

上記期間のうち 200 日間程度 

栃木市・小山

市・野木町 

（渡良瀬遊水

地） 

令和８(2026)年６月１日～令和９(2027)年３月 31日（予定） 

 （うち、捕獲作業を行う期間） 

上記期間のうち３日間程度 

茂木町（モビ

リティリゾー

トもてぎ） 

令和８(2026)年６月１日～令和９(2027)年３月 31日（予定） 

 （うち、捕獲作業を行う期間） 

上記期間のうち 30日間程度 
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４ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施区域 

実施区域名 住所等 選定理由 他法令等 

小山市・野木

町（思川） 

 

小山市乙女、

網戸、楢木及

び野木町友沼 

（思川河川区

域） 

 河川区域を棲み家とするイ

ノシシにより近隣農地の被害

が発生している。 

 当該地域は２市町にまたが

っていることから、本事業に

より効率的な捕獲を行う必要

がある。 

河川区域（一級河川）、小

山鳥獣保護区、小山・野

木特定猟具使用禁止区

域、小山市鳥獣被害防止

計画、野木町鳥獣被害防

止計画 

栃木市・小山

市・野木町 

（渡良瀬遊水

地） 

栃 木 市 藤 岡

町、小山市下

生井、野木町

野渡（渡良瀬

遊水地） 

 渡良瀬遊水地においては近

年イノシシが侵入増加し、周

辺地域での農業被害、人身被

害が発生している。 

 今後、更なる捕獲数の増加

を図るため、新たな捕獲技術

の地域実証を行う必要があ

る。 

河川区域（一級河川）、渡

良瀬遊水地鳥獣保護区

（国指定）、栃木市鳥獣被

害防止計画、小山市鳥獣

被害防止計画、野木町鳥

獣被害防止計画 

茂木町（モビ

リティリゾー

トもてぎ） 

茂木町桧山、

林 

 これまでに生息のない地域

への新たな侵入・増加、農業

被害等が問題となっているこ

とから、今後更なる捕獲数の

増加を図るためには、これま

でにない捕獲方法の開発が必

要である。 

ツインリンクもてぎ特定

猟具使用禁止区域、茂木

町鳥獣被害防止計画 

 

５ 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標 

実施区域名 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標 

栃木市・小山市 

（思川） 

捕獲数 40頭 

栃木市・小山市・野

木町 

（渡良瀬遊水地） 

捕獲数 20頭 

茂木町（モビリティ

リゾートもてぎ） 

新たな捕獲手法の開発であるため、捕獲頭数の設定はなし 
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６ 指定管理鳥獣捕獲等事業の内容 

（１）捕獲等の方法 

 ① 使用する猟法と規模 

実施区域 使用する猟法 捕獲等の規模 

小山市・野木町

（思川） 

わな猟（箱わな、くくりわな） 

銃猟（止めさしに限る。） 

箱わな  ：1,200 基日程度 

くくりわな：4,800 基日程度 

栃 木 市 ・ 小 山

市・野木町 

（ 渡 良 瀬 遊 水

地） 

銃猟（シャープシューティング実

証） 

・非鉛製銃弾を使用 

 餌で誘引し、警戒心を解いた状態

で、仮設の射撃台の上からの撃ち下

ろしにより捕獲を行う。視認性が高

く、また射線を限定することから、

安全に捕獲作業に取り組むことが

可能である。 

 

わな猟（ハンティングドローンによ

る誘導捕獲実証） 

 ハンティングドローンによるイ

ノシシの誘導及び誘導先における

わなによる試験的な捕獲を実施。 

銃猟：４人日程度 

 

くくりわな：20 基日程度 

茂木町（モビリ

ティリゾートも

てぎ） 

わな猟（イノシカスライダーを活用

した捕獲手法の開発） 

獣害対策用滑落マット「イノシカ

スライダー」と囲いわなを組み合わ

せた捕獲試験を実施。 

 

囲いわな：30基日程度 

 

 ②作業手順 

【関係者との調整】 

関係機関との協議及び利害関係人からの意見聴取を行い、事業実施に対する合意形成

を図る。 

【捕獲等の実施】 

本計画に基づき、認定鳥獣捕獲等事業者等に事業を委託し、捕獲を実施する。捕獲等

の実施に際して豚熱ウイルスに対する防疫措置を講じる。 

【安全管理】 

受託者には下記①～③の安全管理対策を講じるように適切に監督するとともに、地理

的条件から、事故発生時の対応が遅れる可能性があるため、緊急連絡体制の整備等につ

いては十分に配慮する。 
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①安全教育、訓練等の実施 

②安全管理体制の構築 

③安全管理対策の実施（第三者及び従事者） 

【捕獲等をした個体の回収・処分方法】 

捕獲個体については放置せず全て搬出し、焼却により適切に処分する。 

【錯誤捕獲への対応方針】 

イノシシ以外の獣が錯誤捕獲された場合は、原則として放獣する。ただし、指定管理

鳥獣であるニホンジカが捕獲された場合は殺処分とする。 

【捕獲情報の収集及び評価】 

わな設置箇所毎の捕獲数、捕獲個体の雌雄、成獣・幼獣の別等の情報を収集する。得

られた結果については、捕獲効率や捕獲時期等のデータを分析・評価し、学識経験者等

の意見を踏まえ、より効果的な実施方法について検討する際の判断材料とする。 

 

 

（２）捕獲等をした個体の放置に関する事項（実施する場合に限る。）  

実施しない。 

 

（３）夜間銃猟に関する事項（実施する場合に限る。） 

 実施しない。 

 

７ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施体制 

【実施主体】 

 栃木県 

【実施方法】 

 業務委託 

【委託の範囲】 

 指定管理鳥獣の捕獲及び附帯する業務一式 

【想定される委託先】 

 認定鳥獣捕獲等事業者 

 

８ 住民の安全を確保し、又は指定区域の静穏を保持するために必要な事項 

（１） 住民の安全の確保のために必要な事項 

 近隣住民や釣り人等が実施区域に係る河川区域を利用することがあるため、わな設置箇

所周辺に表示板を設置し、事故の防止を図る。 

銃猟に関しては、事業実施前に周辺住民や関係機関に周知を行うとともに、実施に際し

ては立入禁止や警備員の配置等、事故の防止を図る。 

（注）住民の安全の確保のために必要な事項として、想定する事項を記載する。 

（２） 指定区域の静穏の保持に必要な事項 

 特になし。 
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９ その他指定管理鳥獣捕獲等事業を実施するために必要な事項 

（１） 事業において遵守しなければならない事項 

 特になし。 

 
（２） 事業において配慮すべき事項 

捕獲の実施にあたっては、希少猛禽類やその他の野生生物の生息に支障とならないよう

配慮するよう、捕獲従事者に周知徹底する。 

  

（３） 地域社会への配慮 

 捕獲の実施にあたっては、本事業への不安や不信感を与えないよう、事業実施内容を地

元住民へ周知徹底する。 

 



小山市・野木町
（思川）

令和８(2026)年度指定管理鳥獣捕獲等事業実施位置図（イノシシ）

栃木市・小山市・野木町
（渡良瀬遊水地）

茂木町
（モビリティリゾートもてぎ）



小山市・野木町（思川）
イノシシ40頭

栃木市・小山市・野木

令和８(2026)年度指定管理鳥獣捕獲等事業実施区域図（イノシシ）

栃木市・小山市・野木町（渡良瀬遊水地）
20頭



茂木町

茂木町
（モビリティリゾートもてぎ）


